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ニシン目の Dussumieriidaeに適用すべき和名の検討

畑　晴陵 1・本村浩之 2

The clupeiform family Dussumieriidae, including two genera 
(Dussumieria Valenciennes, 1847 and Etrumeus Bleeker, 1853), 
has currently been regarded as a distinct family, although it was 
previously treated as a subfamily in the family Clupeidae and/
or included different genera and species. The standard Japanese 
name “Urumeiwashi-ka” is proposed for Dussumieriidae in this 
study, along with the taxonomic histories and Japanese names of 
this family and/or subfamilies in the Clupeidae.
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 Abstract

ギンイワシ属 Dussumieria Valenciennes, 1847とウルメ

イワシ属 Etrumeus Bleeker, 1853はニシン目に含まれる

属である（Whitehead, 1985; Lavoué et al., 2017; Egan et al., 

2018）．日本国内においては，ギンイワシ属魚類はギン

イワシ Dussumieria elopsoides Bleeker, 1849（Fig. 1A）が，

ウルメイワシ属魚類はウルメイワシ Etrumeus micropus 

Temminck and Schlegel, 1846（Fig. 1B）が分布すること

が知られる（Randall and DiBattista, 2012；青沼・柳下，

2013）．これら 2属はともに，鰓条骨が多く，11–18本で

あること，体腹縁に鋭く尖った稜鱗がないこと，腹鰭が

1枚のW字状の稜鱗に支えられること（Fig. 2A），およ

び前上顎骨が後方に伸長せず，四角形を呈すること（Fig. 

2B）などによって特徴づけられる（Whitehead, 1985）．こ

れら 2属は長らくニシン科 Clupeidaeに含められてきたが

（例えばWhitehead, 1985; Munroe et al., 1999），近年の分子

解析に基づく研究では，これら 2属を Dussumieriidaeとし

て独立させている（Lavoué et al., 2017; Egan et al., 2018）．

Dussumieriidaeに適用すべき和名に関しては，近年の論文

による言及がなされていないため，本研究では，本科に適

用すべき学名について記述する．本稿で言及した機関略号

KAUMと NSMTの標本はそれぞれ鹿児島大学総合研究博

物館と国立科学博物館に収蔵されている．また，本稿にお

いて，各標本の標準体長は体長と略記し，デジタルノギス

を用いて 0.1 mmまで計測した．

ギンイワシ属とウルメイワシ属の帰属に関する経緯
ギンイワシ属とウルメイワシ属の帰属は長らく不明で

あり，ニシン科 Clupeidaeに帰属させる見解（Weber and de 

Beaufort, 1913; Jordan et al., 1913; Velappan Nair, 1953）と，

別科として独立させる見解（Fowler, 1934, 1941; Roxas, 

1935; Gosline and Brock, 1960; Nishishimamoto, 1963）があっ

た．Whitehead (1963) は Dussumieriidae を認め，ギンイ

ワシ属とウルメイワシ属 2属のみを Dussumieriinaeに含

め，さらに，Ehirava, Gilchristella, Sauvagella, キビナゴ

属 Spratelloides，および Jenkinsiaの 5属をもう一つの亜

科，Spratelloidinaeに含めた．Whitehead (1963)にしたが

い，1960年代から 1980年代初頭にかけては，これら 7属

は Dussumieriidaeに含められることが多い（例えば Losse, 

1966, 1968; Whitehead, 1967；益田ほか，1975；吉野ほか，

1975; Radhakrishnan Nair, 1983）が，依然としてニシン科

Clupeidaeに含められる場合もあった（例えばWhitehead, 

1965, 1972; Mishra, 1976; Wongratana, 1980; Rau and Rau, 

1980; Talwar and Kacker, 1984）．

その後，ニシン目の網羅的な分類学的研究をおこなっ

たWhitehead (1985)は，ギンイワシ属とウルメイワシ属

の 2属に Jenkinsiaとキビナゴ属の 2属を加えた 4属を

ニシン科の 1亜科 Dussumieriinaeとした．彼はまた，ギ

ンイワシ属とウルメイワシ属を tribe Dussumieriiniに含

め，後者 2属を tribe Spratelloidiniに含めた．前者 2属

は，tribe Spratelloidiniに含められる後者 2属とは前上顎

骨の形状と鰓条骨の数によって識別される（後者 2属で

は前上顎骨が三角形を呈し，鰓条骨が少なく，6または 7
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本；Whitehead, 1985）．なお，Whitehead (1963)において

Dussumieriidaeに含まれた Ehirava, Gilchristella, Sauvagella

の 3属は，ニシン科の別の亜科である Pellonurinaeに含ま

れている．これら 3属は腹鰭を支えるW字状の稜鱗を欠

くことと鰓条骨が 6または 7本であることなどによって，

ギンイワシ属・ウルメイワシ属と識別される（Whitehead, 

1963, 1985）．Whitehead (1985)が出版されて以降，益田・

アレン（1987），Munroe et al. (1999), Reichenbacher and Ca-

ppetta (1999), Zhang (2001), DiBattista et al. (2012), Randall 

and DiBattista (2012)，青沼・柳下（2013），Ishimori et al. (2015), 

Hata (2017, 2019)，公益財団法人鹿児島市水族館公社（2018）

など，多くの研究において，ギンイワシ属とウルメイワシ

属の 2属はニシン科に含められてきた．

しかし近年，分子解析に基づくニシン目魚類の系統学

的研究において，ギンイワシ属とウルメイワシ属の 2属は

互いに近縁である一方，Jenkinsiaやキビナゴ属を含むニシ

ン科の各属とは遺伝的に大きく異なり，Whitehead (1985)

における tribe Dussumieriiniを科に昇格し，Dussumieriidae

としてニシン科から独立させるべきとの見解が示されて

おり（Lavoué et al., 2017; Egan et al., 2018），これにした

がう研究も多い（例えば Kimura, 2019; Naik et al., 2019; 

Tamsouri et al., 2019; Mili et al., 2020; Purrafee Dizaj et al., 

2020; Hata et al., 2020）．したがって，Lavoué et al. (2017)に

よって示された，ウルメイワシ属とギンイワシ属の 2属の

みを含む Dussumieriidaeに対して，何らかの和名の提唱が

必要となる．

Dussumieriidaeに適用すべき和名の検討
ウルメイワシ属とギンイワシ属を含む Dussumieriidae

のタイプ属はギンイワシ属 Dussumieriaであり，ギンイ

ワシを科名に用いるべきであると考えられるが，岡田ほ

か（1935）や Okada (1938)，岡田・松原（1938），松原

（1955），益田ほか（1975）は，Dussumieriidaeに対する和

名としてウルメイワシ科を用いた．これはギンイワシと

いう和名が松原（1955）において初めて提唱されており，

それ以前は Dussumieriidaeに含まれる日本産種がウルメイ

ワシのみであったためである．また，上野（1984a–d）は

ギンイワシとウルメイワシをニシン科ウルメイワシ亜科

Dussumieriinaeに含めるとした．さらに，Whitehead (1985)

にしたがった分類体系における Dussumieriinaeに対する和

名として，青沼（1993, 2000）はウルメイワシ亜科を用い，

日本から記録のあるウルメイワシ，ギンイワシ，キビナゴ

Spratelloides gracilis (Temminck and Schlegel, 1846)，ミナミ

キビナゴ Spratelloides delicatulus (Bennett, 1832)，およびバ

カジャコ Spratelloides atrofasciatus Schultz, 1943（現在，本

種に対する標準和名はリュウキュウキビナゴとされる；日

本魚類学会，2007）を含めた．

一方，亜科の和名に「ギンイワシ」が含まれる例は少

Fig. 1. Fresh specimens of two species of two genera included in the family Dussumieriidae (A: Dussumieria elopsoides, KAUM–
I. 17130, 146.0 mm standard length, Terengganu, Malaysia; B: Etrumeus micropus, NSMT-P 136287, 127.1 mm standard length, 
Otsuki, Kochi Prefecture, southern Japan).
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なく，本研究において以下の 2例のみが確認された．佐藤

（1997）はWhitehead (1985)を引用し，ニシン科に含まれ

る亜科の一つとしてギンイワシ亜科を挙げているが，亜科

の学名を示しておらず，和名と学名の対応関係が示されて

いない．また，崎山（2012）はマダガスカル産のニシン科

魚類の 1種，Sauvagella madagascariensis (Sauvage, 1883)の

含まれる亜科をギンイワシ亜科としているが，亜科の学名

も，引用も示しておらず，彼のギンイワシ亜科の示す範囲，

学名は不明である．さらに，Dussumieriidaeに対し，ギン

イワシ科の和名を用いた研究は本研究において見つからな

かった

上述の通り，Dussumieriidaeに対してギンイワシ科の和

名を用いた事例はない一方で，ウルメイワシ科を適用させ

た事例が多数認められた．和名の安定性を考慮すると，こ

れまで多くの文献において使用されてきた Dussumieriidae

と和名ウルメイワシ科の対応関係を変更することは不適

切であると考えられる．したがって，本研究において

は，Lavoué et al. (2017)によって示された，ウルメイワシ

属 Etrumeusとギンイワシ属 Dussumieriaの 2属のみを含む

Dussumieriidaeに対し，標準和名ウルメイワシ科の適用を

提唱する．

使用標本　ウルメイワシ Etrumeus micropus: NSMT-P 

136287，体長 127.1 mm，高知県大月町田野浦漁港沖．

Dussumieria acuta: KAUM–I. 94561， 体 長 104.4 mm， ベ

トナム北部，ハロン湾．Dussumieria albulina: NSMT-P 

23079，体長 104.8 mm，タイ・ソンクラー．ギンイワシ

Dussumieria elopsoides: KAUM–I. 17130， 体 長 146.0 mm，

マレーシア・トレンガヌ州クアラトレンガヌ沖．
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